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目 的 

 アユの異型細胞性鰓病（以下 ACGD）は，細菌性冷

水病と並び大きな魚病被害を生じさせているが，発症

メカニズムの解明や予防方法の開発には至っていない。

ACGD に感染したアユは，感染終息後 3 ヶ月以上が経

過した後も，原因ウイルスであるアユポックスウイル

ス（以下 PaPV）を保有し続けることが明らかとなって

いる。1）本試験では，ACGD 感染耐過群と未発症群の

同居感染試験により，感染耐過魚から未発症魚へウイ

ルス DNA の伝播が生じるかを調査した。 

 

材料および方法 

供試魚 感染耐過群には，2022 年 6 月 30 日に養殖

場で ACGD を自然発症し，その後終息が確認された人

工種苗（平均体重 50.2g/尾）を，未発症群には東京海

洋大学水圏科学フィールド教育研究センター吉田ステ

ーションで生産された人工種苗（平均体重 7.1g）を使

用した。感染耐過群については，試験を開始した 8 月

10 日に PCR 法により PaPV の保有状況を検査し，6 尾

中 2 尾で 2nd PCR 陽性を確認した。PaPV の PCR 法に

よる検出は，過去の報告と同様とした。2) 

同居感染試験は，8 月 10 日から 8 月 24 日まで，9 月

7 日から 9 月 21 日まで，10 月 5 日から 10 月 19 日ま

での計 3 回行った。感染耐過魚，未発症魚各 6 尾を収

容し，前述の期間同居させた後，未発症魚を全数取り

上げ，PCR 法により PaPV の保有状況を調べた。なお，

同居期間の終了前に死亡があった場合には，その時点

で死亡魚の PCR 検査を実施した。また，同居感染試験

とは別に，感染耐過群 20 尾を 8 月 10 日から 11 月 2 日

まで飼育しウイルス保有状況を追跡するサンプリング

調査を実施し，9 月 7 日，10 月 5 日，11 月 2 日（それ

ぞれ発症から 68 日後，96 日後，124 日後）に 6 尾をサ

ンプリングし，同居感染試験と同様の方法で PaPV の

保有状況を確認した。同居感染試験，サンプリング調

査ともに供試魚は水量約 360L，換水率 2 回/日となる

ようオゾン殺菌河川水を注水し，観賞魚用ヒーター及

びクーラーを用いて水温を 20℃から 23℃の範囲に調

整したヨーロピアンタイプ FRP 水槽で飼育した。飼育

期間中は，魚体重の 1.0%を目安に配合飼料を毎日給餌

した。 

 

結果および考察 

同居感染試験区において，8 月 10 日から 8 月 24 日

までの期間の途中（8 月 17 日）で未発症魚 1 尾が死亡

したが，1st PCR，2nd PCR ともに陰性であった。同居

期間終了時点での検査については，8 月 10 日から 8 月

24 日までの期間では 1/5 尾，9 月 7 日から 9 月 21 日ま

での期間では 0/6 尾，10 月 5 日から 10 月 20 日までの

期間では 1/6 尾で 2nd PCR 陽性が確認された（表 1）。 

サンプリング調査では，9 月 7 日に 1/6 尾，10 月 5

日に 3/6 尾，11 月 2 日に 2/6 尾で 2nd PCR 陽性となっ

た（表 2）。 

これらの結果から，感染耐過魚は，ACGD 発症から

3 ヶ月以上が経過しても PaPV を保有し続け，未発症

魚との同居では，微量ではあるがウイルス DNA が感

染耐過魚から未発症魚へ伝播することが明らかとなっ

た。PCR 法により検出されたのは，ウイルスの DNA で

あり，実際に感染性を有するウイルス粒子が未発症魚

に伝播したかは不明であるが，ACGD が発生したアユ

生産現場において，選別や出荷等の過程で感染耐過魚 

 

表 1 同居感染試験の PCR 検査結果 

 

 

表 2 サンプリング調査の PCR 検査結果 

 

 

陽性
尾数

/
検査
尾数

陽性率
（％）

陽性
尾数

/
検査
尾数

陽性率
（％）

8月10日
～8月24日

0 / 5 0 1 / 5 20.0

9月7日
～9月21日

0 / 6 0 0 / 6 0

10月5日
～10月20日

0 / 6 0 1 / 6 16.7

1st PCR 2nd PCR
試験期間

陽性
尾数

/
検査
尾数

陽性率
（％）

陽性
尾数

/
検査
尾数

陽性率
（％）

9月7日
（発症68日後）

0 / 6 0 1 / 6 16.7

10月5日
（発症96日後）

0 / 6 0 3 / 6 50.0

11月2日
（発症124日後）

0 / 6 0 2 / 6 33.3

検査日
1st PCR 2nd PCR
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と未発症魚を混養した場合，未発症魚が PaPV に感染

し，ACGD を発症するリスクがあると考えられる。 
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